
6
産
業
別
お
よ
び
年
齢
別
の
産
業

３
部
門
別
就
業
者
数

　

就
業
者
数
を
産
業
３
部
門
別

（
資
料
⑯
）
に
見
る
と
、
第
１
次

産
業
就
業
者
が
５
、７
７
９
人（
就

業
者
数
の
15
・
０
％
）、
第
２
次

産
業
就
業
者
が
６
、４
６
０
人（
同

16
・
８
％
）、
第
３
次
産
業
就
業

者
が
２
万
６
、２
９
２
人
（
同

68
・
２
％
）
で
、
第
３
次
産
業
の

割
合
が
さ
ら
に
拡
大
し
、
全
産
業

の
約
３
分
の
２
を
占
め
て
い
ま
す

（
な
お
、
就
業
者
３
万
８
、９
０
４

人
の
う
ち
３
７
３
人
は
、
産
業
分

類
不
能
と
な
っ
て
お
り
、
産
業
別

就
業
割
合
を
算
出
す
る
場
合
は
含

め
ず
に
算
定
し
て
い
ま
す
）。

　

産
業
別
３
部
門
の
就
業
人
口
を

年
齢
別
（
５
歳
階
級
別
）
に
見
る

と
、
第
１
次
産
業
で
は
、
60
〜
64

歳
、
第
２
次
産
業
で
は
55
〜
59
歳

が
も
っ
と
も
多
く
、
と
も
に
高
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

8
産
業
大
分
類
別
就
業
人
口

　

産
業
大
分
類
別
就
業
人
口
（
資

料
⑰
）
は
、
医
療
・
福
祉
が
６
、

９
５
６
人
（
就
業
者
の
17
・
９
％
）

と
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
、
卸

売
・
小
売
業
が
６
、２
４
９
人（
同

16
・
１
％
）、
建
設
業
が
３
、
４

４
０
人
（
同
８
・
８
％
）、
サ
ー

ビ
ス
業
（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も

の
）１
、８
６
６
人（
同
４
・
８
％
）、

農
業
が
３
、
３
９
５
人
（
同
８
・

７
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
回
調
査
か
ら
サ
ー
ビ
ス
業
が

よ
り
詳
し
い
分
類
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
さ
ら
に
学
術
研
究
専
門

技
術
サ
ー
ビ
ス
業
、
生
活
関
連
サ

ー
ビ
ス
業
・
娯
楽
業
が
新
た
に
追

加
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス

業
（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
）

の
就
業
者
数
が
大
幅
に
減
少
し
て

い
ま
す
。

9
主
要
産
業
別
就
業
者
の
推
移

　

主
要
産
業
別
就
業
割
合
の
推
移

（
資
料
⑱
）
は
、
急
激
な
減
少
が

続
い
て
い
た
第
１
次
産
業
の
う

ち
、
農
業
は
前
回
調
査
に
比
べ
て

８
７
７
人
（
20
・
５
％
）
の
減
少

と
さ
ら
に
減
っ
て
お
り
、
漁
業
は

６
０
３
人
（
21
・
５
％
）
の
減
少

で
４
期
連
続
し
て
２
ケ
タ
の
減
少

率
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
２
次
産
業
の
う
ち
建

設
業
は
前
回
調
査
に
比
べ
て
９
７

７
人（
22
・
１
％
）の
減
少
と
な
り
、

平
成
12
年
調
査
時
と
比
較
す
れ
ば

２
、５
４
８
人
の
減
少
。
さ
ら
に

製
造
業
も
減
少
が
大
き
く
、
前
回

に
比
べ
て
９
５
３
人
（
24
・
２
％
）

の
減
少
と
主
要
産
業
の
中
で
は
、

も
っ
と
も
高
い
減
少
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　このように、国勢調査では人口や世帯数、就
業状態などの貴重な結果が得られます。また、
過去の結果と比較することで、人口の推移やさ
まざまな分析も可能となるため、行政だけでな
く研究機関でも広く利用されています。
　ここでは、利用の一つとして、調査結果から
推計される市の将来人口について紹介します。

　なお、推計方法は、平成17年から同22年の
５年間における推移が今後も続くものと仮定
し、旧市町別の人口動向を基にコーホート変化
率法を用いて旧市町別の人口推計を算出し、そ
れを合算して市全体の人口推計としたのもで
す。このため、必ずしも将来、このように推移
するとは限りません。

1将来の総人口
　人口は、平成22年以降５年間で約7,000人余
りのペースで減少し続け、20年後の同42年には、
同22年に比べて約30,000人少ない、59,200人と
なることが見込まれます。これは、合併前の旧
牛深市と五和町の合計より多い人口が減少する
ということになります。

2人口の構造
　各年齢層の人口構造を現す人口ピラミッド
（資料⑳）を見ると、平成２年当時のピラミッ
ドから、若年層の減少や高齢者の増加で原型が
徐々に崩れ、平成32年から同42年にかけて不安
定な逆三角形へ変化する見込みです。

調 査 結 果 に よ る 将 来 予 測

　国勢調査は、基幹統計の中でももっとも大規模な調査です。調査結果はこれからも公表されます
ので、随時ご活用ください。国勢調査の実施にあたり、市民の皆さんには、ご理解・ご協力をいた
だきありがとうございました。
　国勢調査に関する詳しいことは、本庁・企画課☎㉓1111内線1312へお尋ねください。
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（人）

（年）

（人）
老年人口
（65歳以上）
生産年齢人口
（15～ 64歳）
年少人口
（15歳未満）

（人）

（人）

□年齢別産業３区分別就業人口（資料⑯）

□産業大分類別就業人口（資料⑰）

□主要産業別就業者数の推移（資料⑱）

平成2 平成7 平成12 平成17 平成22

□人口ピラミッドの推移（資料⑳）
平成２年人口ピラミッド 平成22年人口ピラミッド

〔国勢調査による実績値〕 〔推計値〕

平成42年人口ピラミッド
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平成2 平成7 平成12 平成17 平成22 平成27 平成32 平成37 平成42

□将来人口予測と３区分別人口の推移（資料⑲）

85以上
80～84
75～79
70～74
65～69
60～64
55～59
50～54
45～49
40～44
35～39
30～34
25～29
20～24
15～19
10～14
5～9
0～4

85以上
80～84
75～79
70～74
65～69
60～64
55～59
50～54
45～49
40～44
35～39
30～34
25～29
20～24
15～19
10～14
5～9
0～4

05,000 5,000 （人）

（歳）（歳）

2,500 2,500 05,000 5,0002,500 2,500 05,000 5,0002,500 2,500

男 女 男 女 男 女

112,068
107,823 102,907 96,473

89,065
81,400

73,700
66,300

59,200

41,400 34,800 29,200 25,000

25,820
28,718

29,816
29,868

30,400
30,800

30,200
28,400

67,902 63,312 58,300 53,127 47,773

22,316

第1次
産業
第2次
産業

第3次
産業

平成22年 国勢調査結果まとまる

5,779人
　　（15.0％）

6,460人
（16.8％）

26,292人
（68.2％）

21,845 18,691 15,844 13,514 11,288 9,600 8,100 6,900 5,800

農業

漁業
建設業

製造業

卸売・小売業・
　　　飲食店

サービス業

不動産業・物品賃貸業
学術研究専門技術サービス業
飲食店・宿泊業
生活関連サービス業・娯楽業
医療・福祉
教育・学習支援業
複合サービス事業
サービス業（その他）
公　務

3,395
178
2,206
33

3,440
2,987
214
106
1,514
6,249
658

226
479
2,038
1,501
6,956
1,798
830
1,866
1,857
373

農　業
林　業
漁　業
鉱　業
建設業
製造業
電･ガ･熱水道業
情報通信業
運輸業・郵便業
卸売･小売業
金融･保険業

産業分類区分 区分就業者 就業者産業分類

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

3,395
4,272

4,353

6,163

7,684
8287

8,9478,8939,2559,054

2,2062,8093,484

5,118

5,886

3,440
4,417

5,9886,233

5,453

2,9873,940

4,5115,586

6,489

13,43013,93513,75813,399

11,903

年 齢
総　計
15 ～ 19
20 ～ 24
25 ～ 29
30 ～ 34
35 ～ 39
40 ～ 44
45 ～ 49
50 ～ 54
55 ～ 59
60 ～ 64
65 ～ 69
70 ～ 74
75 ～ 79
80 ～ 84
85歳以上

第１次産業
5,779 
21 
83 
132 
189 
217 
289 
355 
489 
693 
938 
779 
754 
539 
247 
54 

第２次産業
6,460 
32 
185 
365 
480 
535 
568 
784 
1,027 
1,233 
771 
265 
110 
73 
19 
13 

第３次産業
26,292 
199 
1,091 
1,979 
2,515 
2,787 
2,889 
3,213 
3,656 
3,494 
2,286 
1,038 
631 
317 
130 
67 

第
１
次
産
業
第
２
次
産
業

第
３
次
産
業

第
３
次
産
業

分類不能の産業


